第３回治療プログラム対人関係援助（レクリエーション）検討会議録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会：佐々木　健之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録：赤坂　真吾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開催日：平成21年7月6日
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＜検討内容＞

1、 プレミーティング実施状況

・開始時間を厳守しており、時間通りに開始する事ができています。

2、 リハプロ実施状況

・誘導を含め、ほぼ時間通りに実施出来ています。

　　・患者様の誘導について

　　　患者様を体育館へ誘導後、病棟スタッフが体育館へいないことがあります。採血や、問診等で誘導が必要となる事も考えられますが、リハプロ以外の病棟スタッフへ協力をしてもらうなどして体育館へは必ず各病棟スタッフが最低１人ずつは残るようにしていきましょう（自分の病棟の患者様へ責任を持つ様に）。

　　　※患者様よりトイレの訴えがあり、他病棟のスタッフが誘導しましたが該当病棟のスタッフから「何故、トイレへ出したのか」とクレームがあったケースがあるそうです。対応したスタッフだけの責任では無く、該当病棟のスタッフがいないことが原因です。上記以外にも、他病棟のスタッフでは行動予測・対応が困難な事が多いと思います。各病棟での協力をお願いします。

3、 施設・物品破損状況

・実施前後の確認・記載は徹底されてきています。

・引き続き、破損があった際はすぐに報告を行って下さい。

4、 南病棟プログラム

・Ａ、Ｂユニットは支障なく実施出来ている。

　　・Ｃ、Ｄユニットについて、患者様の退院・転入により全体的に認知状態が重度化している傾向にあります。その為、集中して座って参加する事が困難な患者様も多く、作業療法士だけでは対応困難な状況です。作業療法士以外のスタッフも介入していけるような環境を整えることが必要です。

5、 ８月リハプロ月間予定

作成→赤坂

　　物品準備→北病棟

　　※物品準備した際は、プログラム担当者に必ず連絡をし、当日に物品が無いと言う事の無いようにしてください。

　○8/13（木）14（金）のお盆期間中のプログラムについて

　　この期間は、外出・泊に行かれる患者様も多くまたスタッフ確保も難しいことから各病棟（趣味活動）でのプログラム実施とします。　　

6、 高齢者プログラム検討

・高齢認知症患者様について評価尺度が必要となります。

　　　→今後、南病棟へ移棟する可能性もありその場合でも継続して評価していける様、南病棟と同じN-ADL、NM-Sを使用することとします。

　　・7/15までに上記の評価を記入し、佐々木JGMまで提出して下さい。

　　　評価内容をもとにプログラム内容を検討するとの事です。

次回プログラム検討会日時

　　　８月１０日（月曜日）15時30分～　　4階ユーティリティー

　　検討会内容）　1、プログラムの実施状況

　　　　　　　2、次月プログラム内容確認　
　　　　　　　　　3、その他（各病棟からの意見など）


　検討会には必ず各病棟担当者１名が参加する事。
　※今回、西病棟からの参加がありませんでした。今後、このようなことの無いよう注意をお願いします。

　

